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 問題の所在と、 本論の研究対象及び目的について述べる。 従来政治批判詩 (政治詩) の一形態とみなさ
 れてきた李商隠 (8!2 ～ 858) の詠史詩について、 これを政治詩とは別個の作品群ではないかと仮定し、
 新たな解釈と評価をなす事を目的とする。 しかし政治詩と詠史詩との差異を明示する為にも、 政治詩自
 体の特徴をも考察する必要があると考え、 以下本論を「第一部 政治詩篇」と「第二部 詠史詩篇」の二
 部に大別 し、 政治詩・詠史詩双方に対する考察を行う。
第一部 政治詩篇
 第一章 李商隠詩における 「政治詩」 から 「詠史詩」への変化
 「はじめに～一 政治詩及び詠史詩の特徴について」
 李商隠の遺 した 60 余首の詠 史詩について、 劉学錯氏はこれらが歴 史に仮託 して現実の政治批判を行っ
 た政治批判詩 (政治詩) の一種であるとする説を示 し、 こう した見解が李商隠詠史詩解釈の主流を占めて
 いる。 しか し詠 史詩と、政治的見解を直裁的に披瀝する狭義の政治詩とを比較 して見た場合、詩型・編年・
 典故の使用法の3点において差異が見られる。 かつ狭義の政治詩について作成時期を調査すると、 李商
 隠の後半生にはほとん ど作詩されていない事も判明する。 ここに詠史詩・政治詩が本質的に別個のもの
 であ り、 狭義の政治詩こそが 「政治詩」 と呼ぶにふさわ しい作品であると考える。 同時に李商隠詩におい
 て何らかの詩風の変化が存在するのではないかとの疑問が生起する。
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 「二 李商隠の転機と、 人生観・政治意識の変化」
 李商隠が官僚と しての実体験から得た不遇感が、 彼の詩作の上にも影響 を及ぼ している点については
 すでに加固理一郎氏によって指摘されている。 本節では 「は じめに」 及び第一節で提示 した疑問点を解
 明するべく、加固氏の説に拠りつつ李商隠の人生観や政治意識に変化を及ぼ した要因について考察する。
 李商隠の官僚生活における大きな出来事と考えられる①弘農の尉辞職、 ②母の死による服喪、 ③太学博
 士任官、 の3点について、 それぞれの時期 に作られた詩篇を検討 した結果、 ①の時期に見られる自己の職
 務への強い嫌悪感や、 ②の時期に見られる 出世を果たせぬ自己の官途への焦りが、 ③の時期に至り自己
 の不遇に対する嘲笑的態度へと変化している事が明らかとなる。 ここに加固氏の提示 した説を補強する
 と同時に、 李商隠が後半生 において政治詩をほとん ど遺 していない事との関連性も想起 しう るのである。
 「三 挽歌詩の変容」
 前節で触れた政治詩の減少と李商隠の詩風の変化について、 李商隠の挽歌詩を対象に して考察する。
 李商隠は冤罪を蒙り失脚 した挙句、 流謫の地で没 した漸幹と楊虞卿それぞれの詩を悼んだ長編の挽歌詩
 を遺 している。 これらについては高橋和巳氏の指摘通り、 故人への哀悼の表明よりも、 彼らを死へと追
 いやった官界の不条理に対する憤懣の表明に主眼が置かれている点に特徴がある。 これより後、 李商隠
 はやはり宦官批判を行った故に政治上の迫害を蒙り命を落と した劉黄の死を悼んだ挽歌詩を集中的に作
 詩 している。 しか しそこにはかって見られたような、 非業の死のあり方を通 し政治の不条理を追求する
 ような姿勢はほとん ど見出せず、 故人への哀悼に終始 している観がある。 劉黄への挽歌詩の作成時期に
 ついては諸説あるが、 いずれにせよ第二節で取り上げた、 李商隠に影響を及ぼした出来事の発生時期と
 ほぼ重なる。 ここからも李商隠詩における変化の存在が裏付 けられるよう に思われる。
 「お わり に」
 実体験から得た不遇感こそが李商隠の政治詩数の激減の直接的契機と考えられる。 また政治詩が政治
 見解の表明という対外的性格を有するのに対し詠史詩にはそう した態度が認め難い。 以下本章で得られ
 た結論を元に、 政治詩・詠史詩本体の考察を行うものとする。
 第二章 「有感二首」 一杜甫「有感五首」との比較より見る一
 「はじめに～一 杜甫 「有感五首」 と李商隠 「有感二首」 の共通点」
 李商隠政治詩の代表的作品「感有り二首 (有感二首)」について、 杜甫「感有り五首 (有感五首)」との比
 較という従来見られなかった観点からその特徴を考察する。 両作品の共通点についてであるが、 いずれ
 も五言の近体詩の詩型を用いた連作詩であり、 かつ 「感有り」と題する詩中で政治的議論を行っているの
 は管見の限りではこの杜甫詩を嚆矢とする。 従って李商隠が「感有り二首」作詩に当たり杜甫 「感有り五
 首」を念頭に置いていたのではないか、 と推測する。
 「二 杜甫「有感五首」」
 杜甫は 「感有り五首」 において自らの政治上の見解を披歴する が、 それは当時の政治的事件と密接 にリ
 ンクする形でなされる。 特に第3首目での主張が、 郭子儀による洛陽遷都反対の上奏文の主張と重なっ
 ており、 同様に第4首目もまた、 宰相房珀による諸王分鎮政策を敷衍した内容である事が読み取れる。
 こう した性格は他の3首にも認められ、 杜甫の時局に対する高い関心のありようを示 している。 また杜
 甫は詩中に多く 『尚書』 からの典故を引用 し、 天子を古の聖天子になぞらえて表現する技法を多用する。
 これは杜甫の朝廷及び天子に対する絶対的信頼を示すと同時に、 朝廷に従わない節度使の行動の非道さ




 李商隠の 「感有り二首」 は、 大和9(835) 年に起きた甘露の変の顛末を議論の内容とするものである。
 李商隠は事件の当事者である鄭注・李訓、 文宗、 そ して宦官の三者に対 してそれぞれ批判を加えている。
 事件の首謀者でありその拙劣な行動で多くの犠牲を生んだ鄭注・李訓 への批判は当然のものといえるが、
 彼らを信任 し大事を託 した文宗に対 してもその責任を問うているのは注目に値する。 また従来高く評価
 されてきた、 強大な権力を有する宦官に対する批判であるが、 ここでは典故を巧みに運用 し、 典故本来
 の持つ意味合いを詳細に吟味 しない限り批判の意図を読み取る事が出来ないような技法を用いている。
 こう した李商隠の宦官批判を可能に した背景についても検討 し、称揚に傾きがちであったこれまでの「感
 有り二首」評価とはやや異なる評価を下す。 ここで杜甫「感有り五首」と比較して見た場合、 李商隠は杜
 甫のように議論の立脚点を定め朝廷を絶対化する事もなく、 事件の当事者それぞれに批判を加える。 し
 かしそれ故に却って議論の落着点が見出し難く、 行き詰まりを呈しているようにも思われる。 政治批判
 の言を連ねつつも時政に対する失望ともとれる句を以て詩を締め括るのも、 これと無関係ではないであ
 ろう。
 「四 李商隠「重有感」 詩」
 李商隠は「感有り二首」の直後に作られたと思われる「重ねて感有り (重有感)」詩で、 昭義軍節度使劉
 従諌が宦官討伐の上奏を行った事実を詠 じている。 詩中では実際に行動を起こさなかった劉従諌への失
 望と、 それでもなお捨てされぬ、 劉従諌が決起する事への希望とが交錯しつつ、 「感有り二首」よりも切
 迫 した筆致で綴られている。 しか し詩の末尾は「感有り二首」と同様に絶望と無力感に満ちたものであっ
 た。
 「おわり に」
 李商隠は詩中で為政者への批判 を呈 しつつ も、杜甫のように国勢回復への期待を託す事は していない。
 これは李商隠が甘露の変に際 し味わった政治への希望から失望へという 精神の一過程をも反映 してい
 る、 と考えられる。
 第三章 「行次西郊作一百韻」詩
 「はじめに～一 「行次西郊作一百韻」 詩の叙述法」
 李商隠の 「行きて西郊に次る作一百韻 (行次西郊作一百韻)」詩に杜甫 「北征」 詩からの影響が見られる
 点については先行研究の指摘通りであるが、 両詩の共通点は①詩型 (五言古詩)、 ②実体験に基づく とさ
 れる詩の構成、 ③冒頭部分の類似、 の3点に集約される。 杜甫は「北征」詩で一 人称の視点からの叙述を
 貫くが、 李商隠は農夫という3人称の語り手を詩に導入しており、 これは五言古詩と しては異例の作例
 といえる。 この点に 「行次西郊作一百韻」 詩解釈の鍵があるのではないか、 とする。
 「二 「又聞理與乱、 繋人不繋天」の主題について」
 劉学錯氏はこの「行次西郊作一百韻」詩の主題が、 詩中の「又聞く 理と乱とは、 人に繋りて天に繋ら
 ず」という一聯に集約される、 とする。 劉氏の指摘通り、 詩の第3段で太宗の善政によって平和な時代が
 到来 した事を描写した後、 邪な臣下が悪政を敷いて民衆を苦 しめた結果国家の混乱や衰退を招いた事実




 「行次西郊作一百韻」詩は、 詩中に旱魃や異常気象を想起させる描写が頻繁に現れる。 まず「冤憤 相
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 焚くが如 し」句の典故として先行研究は 「詩経』 大雅「雲漢」の「淡くが如く焚くが如 し」句を挙げる。 こ
 の 「雲漢」 は、 周の腐王の悪政の結果旱魃が発生 した事をうたうものと伝統的に解釈されてきた。 李商隠
 が「雲漢」 から典故を引用するのも、 詩中に登場する旱魃の発生理由を悪政に求める為であろう。 こう し
 た典故の引用にとどま らず、 詩中に見られる旱魃や異常気象を思わせる描写は全て、 前節で述べた詩の
 主題を明確化するために配されている、 とも考えられるのである。
 「四 「冤憤」の意味するもの」
 「冤憤 相焚くが如 し」句の「冤憤」という語は、 本来民衆や官僚の区別なく、 何らかの不当な処置を受
 けた事への憤りを表すものであるが、 これが詩中に用いられる例は極めて少ない。 詩語と しては特殊な
 部類に入るこの語を李商隠はなぜ敢えて用いているのか。 詩の最後の一段で李商隠は民衆の窮状を訴え
 ようにも手立てがない己の無力さと、 無能な人間が幅をきかせる朝廷への絶望を述べて詩を結ぶ。 政治
 参加を果たせない李商隠は悪政の被害者であるともいえ、 「冤憤」 は李商隠自身の憤懣を表すと考えら
 れる。 同時にそれは、 生活の基盤さえ失いかけた農夫の憤りをも包括 しているととらえられよう。 すな
 わち「冤憤」の語を通 して李商隠と農夫の姿が重なるのであ り、詩中に農夫という 話者を登場させるのも、
 農夫の語りを通 して政治から疎外された自らの憤懣を表明する目的があったのではないか、 と考えられ
 るのである。
 「お わり に」
 「行次西郊作一百韻」詩はその内容もさることながら、 伝統的規範性の強い五言古詩に、 第三者の話者
 を登場させている点に大きな特色がある。 しかし政治詩の新たな水平を・切り拓く事無く以後李商隠の政
 治詩はほとん ど見られなくなる。 「行次西郊作一百韻」 詩は李商隠の政治意識の昂揚とその崩壊の過程





 「は じめ に」
 李商隠が玄宗と楊貴妃の故事に取材 して作った詠史詩について、 先行研究では女禍論の立場から玄宗
 と楊貴妃を批判するものであると解釈するものが多い。 その一方で中晩唐の玄宗・楊貴妃を詠 じた詠史
 詩について、 両者の愛情の悲劇 に対する傾注が見られるとする見解もあり、 李商隠が玄宗・楊貴妃を詠
 じた詠 史詩 についても再検討する 余地 があると考える。
 「一 華商隠詠史詩における楊貴妃像」
 詩中における楊貴妃描写は、 彼女と同時代の李白や杜甫の詩篇中にすでに見える。 これについて戸崎
 哲彦氏は、 同時代人が楊貴妃を単に唐王朝衰退の元凶として捉えるのみならず、 醜悪かつ奇怪な存在と
 して描写していた、 と指摘する。 一方李商隠は、 詠史詩ではないが「行次西郊作一百韻」詩の、 玄宗の治
 世に翳りが見え始めた事を述べた部分ではほとん ど楊貴妃に触れておらず、 傾国の悪女と しての楊貴妃
 像が後退 しているとみなせる。 また李商隠は 「華清宮 (1 )」 詩で、 楊貴妃が唐 王朝 を崩壊させた訳では






 「二 晩唐期の 「玄宗・楊貴妃詠史詩」」
 晩唐期に多作された 「玄宗・楊貴妃詠史詩」 の特色の一つと して、 長篇詩のスタイ ルを用 い玄宗と揚貴
 妃を巡る故事を連ね、 最後は2人のロマンスの舞台である華清宮の凋落をうたう、 という パターンが挙
 げられる。 しかし李商隠は長篇詩による 「玄宗・楊貴妃詠史詩」 を遺 しておらず、 彼が玄宗と楊貴妃を巡
 る故事から何を選択 し詠 じている かを検討する必要がある。
 「三 李商隠詠史詩と 「長恨歌」の類似」
 玄宗と楊貴妃を題材とする 文学作品で、 後世に大きな影響を及ぼしたものの一つが白居易 「長恨歌」 で
 ある が、 「長恨歌」 の主題について松浦友久氏は楊貴妃との愛情の喪失に対する玄宗の尽きせぬ悔恨の
 情である、 とする。 「馬鬼二首」 を初めとする李商隠詠史詩には、 「長恨歌」の詩句と類似する表現がしば
 しば見られる。 また 「聞」 「見」 といった玄宗を主体とする知覚動詞が用いられる事で、 詩中に描かれる
 心情が玄宗のそれに即して描かれていると解釈出来る。 また李商隠は楊貴妃を巡る男性の愛の破綻を、
 楊貴妃の前夫とされる寿ヨ三の立場から詠 じた詠史詩も遺 している。 玄宗と楊貴妃に関わる故事の中で、
 李商隠が最も興味を抱いていたのが、 両者の愛の破滅の悲劇であった、 とみなせよう。
 「お わり に」





 北齊の後主とその寵妃鵡小憐の事蹟は 『北 史』 后妃伝下に見えるが、 これに取材する詠史詩の現存する
 作例は乏 しく、 かつ李商隠 「北齊二首」 を嚆矢とするものと考えられる。
 「二 「横陳」 する 「玉骨豊」 一 『玉壷新詠』 からの詩語の引用」
 「北齊二首」中に、 艶情的な詩篇を収めるアンソロ ジー 『玉皇新詠』 から引用したと思われる詩語が多
 用されている点についてはすでに指摘されている。 就中 「玉骨豊」 は美女の美 しい肉体の形容と して、 また
 「横陳」 は男女の交わりを連想させる語と して 『玉塁新詠』 所収詩の中で用いられており、 豊色情的色彩が
 特に濃厚な詩語である。 これらが唐詩中で用いられる事は極めて稀であるが、 李商隠は「小憐の玉膿
 横陳ずるの夜」 と、 一句中に集中 して用いておりその特異性が際立っている。 これはと馬小」隣の持つ美貌
 と魅力を 『玉壷新詠』 の世界を背景に しつつ最大限に引き出 して描写するものと考えられる。
 「三 「巧笑」 と 「萬機」」
 李商隠は「北齊二首」で「巧笑 萬機に敵す堪きと知る」と、 美女の笑顔 (巧笑) が国家のあらゆる大事
 (萬機) に匹敵するものだとうたう。 「巧笑」自体は 『玉皇新詠』 中にも散見するが、 「萬機」 のような語彙
 と合わせて用いられる事・はない。 また 「北齊二首」 では戎衣を纏う 焉小憐の姿が描かれているが、 これに
 ついても唐代における 女性の男装という風俗との関連が先行研究で指摘されてお り、 歴 史上の人物に同
 時代 人的形象を付加するものと考えられる。 このよう に李商隠は と馬 小憐の魅惑的姿態を様々 な角度から
 描いているが、 それ故に却って、 為政者が女性に溺れる事を戒める教訓的色彩が薄れているようにも取
 れる。 これは李商隠のみならず、 同じ晩唐の詩人温庭箔や羅隠の詠史詩にも同様の傾向が見られる。 そ




 「四 李商隠以外の詩人による「北齊」 詩」
 唐彦謙 「北齊」 詩は李商隠 「北齊二首」 と同様、馬小・隣の笑みを詠出 し、その魅力に抗 し難い事をう たう。
 韓イ屋 「北齊二首」 はと馬小'隣の容姿を具体的に描写は していないが、 引き裂かれる運命にあった後主と薦小
 憐への哀惜とも取れる句が配されている。 また杜牧は 「杜秋娘」 詩で、 権力者に翻弄される女性の悲劇を
 詠 じているが、 その中には薦小'隣の事蹟も含まれている。 以上の事から、 愛する男性との離別を余儀な
 くされるという、 と馬小'隣の悲劇的キャラクターに対する詩人達の関心の高さが窺える様に思われる。
 「お わり に」
 李商隠 「北齊二首」 では馬小'隣の魅力的風貌を多角的に詠 じている が、 それが却って為 政者の女性 に対
 する惑溺を戒める色彩を薄めてもいる。 それは李商隠詩に限らず、 他の晩唐の詠史詩にもある程度共通
 するものであった事を最後に示す。
 第三章 「四皓廟」詩
 「は じめ に」
 漢の高祖の太子を廃嫡の危機から救った 「商山の四皓」 は、 詩文において しばしば賞賛の対象とされ
 てきた。 しか し中唐の詩人元棋は 「四皓廟」と題する詩で四皓の行動に対する真っ向からの批判を行う。
 元積以後の晩唐の詩人達はいかに四皓を詠 じていたかを、 李商隠「四皓廟」 詩を中心に考察する。
 「四皓廟 (1)」 詩
 功績を顧みられない四皓の不遇を詠じたと思われる「四皓廟(1)」詩について、 先行研究では四皓の
 不遇に現実政治における人物の不遇が投影されているとする解釈が大半を占める。 しか し李商隠と同時
 代の詩人許渾もまた、 隠士の道に背く四皓の行動とその結末を皮肉的に詠 じており、 李商隠詩と通底す
 るもの がある。ま た四皓を祭る廟に松 が生 えないと李商 隠はう たう が、 これも松の持つ高潔不変のイメー
 ジを背景に、 隠士でありながら俗世へと出てきた四皓の行動を皮肉るものと考えられる。 程夢星が「四
 皓廟 (1)」詩について、 言外に四皓を謗る意がある、 とするのも首肯出来るものと考えられる。
 「四皓廟 (1)」 詩
 「四皓廟 (∬)」詩は、 詩題に四皓が挙げられているものの、 四皓については全く詠じられず、 四皓を招
 聘するよう仕向けた張良を賞賛している点に最大の特徴がある。 これは四皓の功績を故意に矮小化する
 ものとも考えられる。 李商隠と同時代の詩人温庭箔もやはり、 戚夫人が太子を差置いて自分の生んだ子
 を太子に しような どと 考えていなけれ ば、 四皓が歴史に名を遺す事もなかっただろう、 とうたい、 戚夫
 人の姿がクローズアッ プされる反面四皓の存在感が希薄となっている。 こう した四皓の矮小化された描
 写は彼らよりも後の世代の唐彦謙に至り更に先鋭化 し、 遂には四皓が無能な暇人とうたわれるようにな
 る。 ここに元種の四皓に対する厳しい批判とは異なる、 より諧謔的性格に満ちた晩唐の詩人達の四皓描
 写が見て取れる。
 「お わり に」
 晩唐の詠史詩に描かれる四皓は、 多くが軽視や皮肉の筆致を以て描写されるものであった。 後に北宋







 本論のまとめ。 政治詩について従来あまり注目されてこなかった観点からの評価をなすと同時に、 詠
 史詩についても政治的寓意の有無に拘泥せず、 作品自体の詳細な検討と同時代作品との関連付けにより
 新たな詠史詩像を提示した。 これが今後の李商隠詩、 ひいては晩唐詩の更なる進展をもたらす可能性に
 ついて指摘 し、 論を結ぶ。
 論文審査結果の要旨
 本論文は、「序文」と、全三章から成る「第一部 政治詩篇」、同じく全三章から成る「第二部 詠史詩篇」、
 および「結語」 によって構成されている。
 「序文」 では、 李商隠の詠史詩を同時代批判の政治詩とみなす有力な見解に対 し、 両者は別個の性格を
 持つという仮説を提示する。 その仮説を実証するためには、 当代の時事批判であることが明白な狭義の
 政治詩を、 詠史詩群と比較検討する手続きが必要であるとして、 「第一部 政治詩篇」「第二部 詠史詩
 篇」 という二部構成を導き出す。
 「第一部 政治詩篇」の第一章「李商隠における「政治詩」から「詠史詩」への変化」では、 上記の狭義の
 政治詩と詠史詩群とが、 詩型・製作年代・典故の使用の三点において異質であること、 前者は李商隠の前
 半生に作られてお り、 後者は、 より不遇感の強まるその後半生に属する可能性が高いことを指摘する。
 続く第二章 「「有感」二首 一 杜甫 「有感」五首との比較より見る」と第三章 「「行次西郊作一百韻」詩」で
 は、 杜甫の政治詩から影響を受けたと見られる李商隠の狭義の政治詩二篇を検討 し、 第一章で述べたこ
 とを跡づける とともに、 杜甫の政治詩との相違を指摘する。
 第二部「詠史詩篇」では、三つのテーマに関わる詠史詩群を考察 している。 第一章「玄宗・楊貴妃詠史詩」
 では、 八世紀の玄宗と楊貴妃の事跡を詠じた詠史詩群を取り上げる。 八世紀の盛唐詩人たちが楊貴妃を
 傾国の悪女と して描いていたという先行研究を踏まえ、 晩唐に属する李詩では、 中唐の白居易 「長恨歌」
 を襲って、 この話を愛の悲劇と してとらえ、 それをさらに精緻に凝縮 した近体詩の形で描いている、 と
 する。 第二章 「「北斉二首」」 では、 六世紀後半に滅亡 した北斉王朝の君主とその寵姫の事跡を詠 じた詩を
 取り上げる。 そこでは、 寵姫の魅惑的姿態を多角的に詠 じ、 その結果、 為政者の女色への惑溺を戒める
 教訓 的色彩が薄 れている こ と、それは李と 同時期の晩唐の詠 史詩に共通する傾向 であることを指摘する。
 第三章「「四皓廟」詩」では、 紀元前に、 漢の皇太子を廃嫡の危機から救った「四皓」 (四人の老人) を詠じ
 た詩を取り上げる。 李詩は、 中唐詩における四皓批判の流れを受け継ぎつつ、 軽視と皮肉の筆致で四皓
 を描いていること、 それは晩唐の四皓詩に共通 し、 宋代に連なるものであることを指摘する。
 「結語」では、 先行研究が晩唐詠史詩の特質と して指摘 している、 斬新さと機知を重んずる知的精神の
 発露が、 李商隠の詠史詩に、 もっとも鮮明に認められると し、 かかる観点からの詠史詩の見直 しを主張
 する。
 以上の考察には、 なお論 じたりない部分やさらなる吟味をまつ部分もないではないが、 中国古典詩の
 中でも難解をもって鳴る李商隠詩を、 清代以来の注釈を丁寧に追いつつ読み解いていく着実性と理解力
 は、自立 した研究者と認め得るものであ り、その結論は李商隠詩研究に新たな局面を提供 している。 よっ
 て、 本論文の提出者は、 博士 (文学) の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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